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Reuse・Recycle

Output

Output

■排熱再利用化�
■ゴミ燃料化�
■古紙・ビン・缶など（分別回収）�
■雨水再利用�

■建設資材�
■水�
■電力、都市ガス、燃料  など�
�

■建設副産物�
　■建設発生土・建設廃棄物  など�
■廃棄物�
　■一般廃棄物�
　■産業廃棄物�
■温室効果ガス�
■排水�
■騒音・振動�
■化学物質  など�
�

■建設副産物�
　■建設発生土・建設廃棄物�
　　などのリサイクル�
　■タイルカーペットなどの転用�
■水資源�
　■中水・雨水利用�

■温室効果ガス �
■廃棄物 �
　■一般廃棄物�
　■産業廃棄物�
�

企　画� 設　計� 賃貸・ビ　　ル管理�
�

建　設�

社　員�

お客様�地域社会�

修繕・�
リニューアル�

建設副産物�
管　理�
�

長寿命化� 省エネ・　  省資源� フィードバック�

建物グリーン設計�
（→P.16）�

�
�

環境保全活動�
環境マネジメント�
（→P.12～15）�

社会貢献活動�
（→P.17）�

景観への配慮�
（→P.10～）�

グリー        ン購入�
（→P.        16）�

�

建物使用時の�
環境負荷の削減�
（→P.6～11）�

�
�
�

建設副産物の�
適正な処理�
（→P.9）�

�

建物・設備自体の建設・改修などで
は、建設資材が中心となっています。�

Input��

Input��

Rec　ycle

開　発� 運　　用� 改修・撤去�

最良の設計・方式材料の選定、LCC*1・LCA*2の視点� 適正で効率的なビ　　ル管理・ビルサービス� 検証、再投資、適正処理・リサイクル�

■電力�
■地域熱源�
■都市ガス�
■燃料油�
�

お客様や社員の日常の活動では、
電気、ガス、水や事務用品、事務用
紙などの使用が中心となっています。�

■水道�
■蛍光灯、照明球�
■紙、パルプ�
■事務用品  など�

■お客様や社員の活動�

■建物・設備の建設・改修�

■排水�
■化学物質  など�



生ごみは金属バケツで
冷蔵室に運搬して保管�

きちんと分別された新聞
紙や段ボール�

生ごみをコンポスト化する�
生ごみ高速発酵処理装置�

生ごみ高速発酵処理装置で�
つくられたコンポスト�

コンポストを肥
料化する肥料
会社�

有機肥料�

コンポストとさまざまな有機物�
を混合する肥料工場�

生産された有機肥料を利用する
茶畑（静岡県磐田市）�

有機肥料を使用したお茶�
�

2．分別・保管�
　各飲食店が、コンポスト化に適さない割りばしやナプ
キンなどを分別したうえで所定の金属製のバケツに生ご
みを貯め、地下の清掃室に搬入します。�

1．回収�

　生産された有機肥料は、水稲や野菜、果物など、全
国でさまざまな作物の栽培に活用されています。肥料
効果に持続性があることや、土壌環境の改善にも役立
つことが特長です。�
　有機肥料で栽培されたお茶は味と香りが格段に長持
ちするということです。�

6．再利用�

　当ビルから排出され
た生ごみは、肥料会社
で有機肥料の一素材と
して生まれ変わります。�
�

5．肥料化�

4．コンポスト化�

3．処理�

　回収された生ごみは、食
品リサイクル資源（生ごみ）
高速発酵処理装置に投
入します。この装置は
2002年に導入したもので、
最大400kgの生ごみが処
理できます。処理方式は
バイオ菌による発酵方式
で、安全で良質な肥料の
原料となるコンポストが短期間で生成されます。装置内
部は、バイオ菌によって生ごみが発酵するのに最適な60
℃に保たれています。2003年度には、この装置によって
18.7tの生ごみがコンポスト化されました。�

　1週間から10日程度発酵させると、生ごみはコンポスト
に変わります。コンポストは、一見するとふかふかした土
のようで、生ごみ特有のにおいはありません。生ごみ高
速発酵処理装置からコンテナに移して、静岡の肥料会
社に発送します。�

　生ごみは、腐敗しないよう8℃に
設定された冷蔵室で保管されます。
空き缶やペットボトルなども冷蔵
室で保管し、悪臭の発生を防止し
ています。なお、オフィスからの各
種の廃棄物も、徹底して分別して
います。2003年度の廃棄物全体
のリサイクル率は69.9%となりました。�
�
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建設副産物（コンクリート、ア
スファルト・コンクリート、木材）
のリサイクル率を95%以上
で安定化させる�

項　　目� 方　　策� 2003年度の目標� 2003年度の達成状況 � 2010年度までの目標�
�

温暖化防止�

紙資源節減�

廃棄物�
（建設副産物）�
削減�

100%再生紙の利用
促進による純正パル
プ使用量の削減�

紙資源総使用量の
把握�

純正パルプ使用量を�
2001年実績から1%減��
（3.4t以下）�

紙資源総使用量を�
2002年使用実績から1%減�
（147.7t以下）�

  目標達成 �

実績：1.9t

  目標未達成＊1��

実績：183.3t

2002年実績から�
10%減（134.28t以下）達成
を目標として努力する�

建設副産物の�
リサイクルの推進�

建設副産物（コンクリート、ア
スファルト・コンクリート、木材）
のリサイクル率＊2�95%以上�

  目標達成 �

実績：97.9%

2002年実績から�
6%減（36,946t-CO2以下）
達成を目標として努力する�

  目標達成 �

実績：37,151t-CO2 

電力・ガス使用量な
どの削減によるCO2
排出量の削減�

CO2排出量を�
2002年実績から1%減��
（37,946t-CO2以下）�

2002年実績から�
10%減（3.1t以下）を達成し、
安定化させる�

39,439 38,330 37,151�
�
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ＰＬＡＮ�
環境方針の設定�
（ＮＴＴグループ地球環境憲章）
■環境保全推進委員会�

ＣＨＥＣＫ�
環境保全推進委員会による
実行状況チェック�
■環境保全推進委員会�
■支店の環境保全推進委員会�
■3つの分科会�

ＤＯ�
基本行動テーマに沿った環境
保全活動の実行�

ＡＣＴＩＯＮ�
環境方針・基本行動テーマ・
目標の見直し�
■環境保全推進委員会�
■3つの分科会� A P

C D

経　営　会　議�
全社的な環境保全活動の基本方針について検討を行います。�

環境保全推進委員会�
全社的な環境保全活動について検討を行います。�

各支店環境保全推進委員会�
各支店の環境保全活動について検討を行います。�

ビル賃貸環境分科会�
賃貸ビルの�

環境対策について�
検討を行います。�

技術環境分科会�
建物グリーン設計などの�
技術的な観点から環境保全�

について検討を�
行います。�

社内共通環境分科会�
社内共通部門としての�
環境保全対策について�
検討を行います。�

事務局�
環境推進室�

14

分 　 類 � 主な取り組み� 投資額  � 費 用 額 �

Ⅰ．事業エリア内コスト�

Ⅱ．上・下流コスト�

 1. 公害防止コスト�

 2. 地球環境保全コスト�
TV会議システム、ブラインド修繕、全熱交換器修繕、�
積算電力計更改、エアゲート修繕�

廃棄物処理、中水設備、リサイクルＢＯＸ回収、�
ペットボトル用ボックス、解体工事費、カンペコプレス、�
生ごみ高速発酵処理装置�

リサイクルトナー、消耗品実態調査�

 3. 資源循環コスト�

 小　　計�

電波障害改善工事、土壌汚染調査、環境騒音調査� 7,177 10,384

16,825 78,855

12,595 33,587

36,596 122,826

－� 10,610

Ⅳ．社会活動コスト� 地域美化賛助、環境関連イベント賛助� 4,187 5,756

合　　計� 40,783 147,806

Ⅲ．管理活動コスト�
環境関連書籍購入、セミナー参加、�
環境報告書、環境コンサルタント�（植栽管理は除く）� －� 8,614
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7Concepts

ハロン・フロンの�
使用抑制�

ハロン・特定フロン使用設備及び�
特定フロン使用材料の�

使用禁止�

有害物質の�
使用抑制・撤廃�
有害物質の�

使用抑制・撤廃と処分�

省資源及び�
省エネルギー�

建設時の省資源及び省エネルギー、�
運用時の省エネルギー、�

自然エネルギーの有効利用、�
エネルギー利用の効率化�

地球環境への対応�
環境特性の把握、�
地球環境への�
環境負荷の削減�

再使用・再生利用の促進�
発生副産物の再使用・�
再生利用の拡大�
及び再使用・�

再生利用材料の利用拡大�

廃棄物発生量の�
削減�

余剰材の削減、廃棄物の�

発生量の抑制�

建物の長寿命化�
フレキシビリティ、メンテナビリティ、�
リニューアル、耐久性の重視�
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②環境保護における�
地域貢献�

③最先端の環境技術の�
研究開発�

①NTTグループ�
地球環境憲章�

　NTTグループ・エコロジー・�
コミュニティ・プラザ�

　広域エコロジー・�
コミュニティ形成への貢献�

グローバル・エコロジー・コミュニティ形成への貢献�
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